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第 17回農薬デザ イン 研究会

「Agrochemicals　toward 　Sustainable　Development」
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，

16 凵

ゆ うぽ うと （東京 ・五 反田）

日本農薬学会

　第 17回農薬デザ イ ン研究会が 都心
・五 反 田 の

“
ゆ うぼ う

と
”
で 開催 さ れ た，今回は 21 世紀を迎 え て 初回の 研究会 で

もあり，「Agrochemicals　toward 　Sustainable　Development 」

の 観点 か ら農薬研究 をもう
一

度見据 えようとする もの で

あ っ た．日本の 農業基盤である稲作の 現状 と稲 の 研究戦略

に 関する講演 ， 創薬 の 「鍵」・「鍵穴」論 か ら 「鍵」に 相当

する リード化合物探索 に は化合物ラ イ ブ ラ リーの 効率的 な

構築が必須 とする講演，リ
ー

ド化合物から開発化合物に至

る創薬研 究に お い て合成者個 人 の 創薬化学的創意工 夫 は 欠

かせ ない とする講演 ， 企業 に おける研究開発 の 背景など，

新規農薬の 創製に携わ る方々 に 研究の 原点 とな る話題の 提

供 を試み た．以下，過酸化水素が関わる植物防御につ い て

の 化学的ア プ ロ
ー

チや 6族金属カ ル ボ ニ ル 錯体を利用する

先端的有機合成法 を含む招待講演 6題および ポ ス ター
発表

11題 の 概要を記す、

［招待講演］

　独 立 行政法人農業技術研究機構，作物研究所 の 池 田良・・

氏が 「稲作の現状と稲研究の展開」につ い て講演され た，

世界の 稲作の 50％以上 が 灌漑水稲 で あ り，天水田稲，洪水常

発地水稲 ， 陸稲 と続 く．また 灌漑水 田 の 栽培方法は ， 移植

か ら直播に徐々 に 移行 しつ つ ある．わが 国で は 99％が農薬

の 最大の 市場 で ある灌漑水田 で あ リ， そ の ほ とん どが 移植

栽培 で あ 「｝， 今後も急激 に変化する こ とは な い であろ う，

わが 国 に お け る稲 の 育種 目標 は ， 多収稲 に 始まり， 現在 で

は 品質向上，多用途，冷害および病害虫抵抗性である．各

種病害虫抵抗性稲 の 育種 は まさに 減農薬 が 最終 ゴー
ル で あ

り， 農薬開発の ラ イバ ル である．稲は その 栄養価も高く，

ア ジ ア を中心 と した歴史的農耕文化 を築 き上 げ て きて お

り， 水稲は 主食とな る作物の 中で ， 連作が 可能で あ り，
土

壌浸食が 少な く肥沃な土 壌 が維持され，保水性 もある．そ

の 意味 で ， 環境保全型の 持続的農業 の 推進に 最 も適 した作

物と言える。従 っ て，稲 は世界の 食料問題対策に 必須の 作

物 で あ り， 長期的視点 か ら今後 と もア ジア を中心 と して 高

い ニ
ーズが存在する．

　農薬合成 と作物育種 は，一
見か け離れ た分野 の ように 思

わ れ るが、この 研究会名である作物の 品質お よび 収量の 向

上 を目標 に した 「デザ イン 」 とい う点 で共通 して い る．氏

の 講演 は，新剤の 創製 ・開発に お け る方法論や考え方に ，

新た な風を吹き込む もの で あ っ た．

　　　　　　　 （中央農業総合研 究セ ン ター　與語靖洋）

　北海道大学大学院理 学 研究科 の 村井
．
章夫教授が 「過酸化

水素が 関与する植物防御 の 化学」と題 して 講演 さ れた．地

球上の 植物は 活性酸素 と関わりを持 っ て お り，例 えば ジ ャ

ガイモ で は，疫病菌 の 侵入 と同時に体 内に過酸化水素が 発

生し，フ ァ イトア レ キ シ ン の 生成 ・蓄積 を誘発する．過酸

化水素を噴霧 した ジ ャ ガ イモ 塊 茎 よ り内因性 エ リシ ターと

して，分子量 が それぞれ約 7200 と約 50ρ00で ある 2種類

の 酸性糖を単離した．コ ム ギで は，ハ ー
ドニ ン グ と 言わ れ

る耐寒性 ・越冬性を獲得する段階で 過酸化水素が 何 らかの

関与をして い る と考えられ て い る．過酸化水素処理 した コ

ム ギより異常代謝物を単離し構造決定して い るが ， 内因性

エ リシ タ
ー

の 単離に は至 っ て い ない ．また，海藻類は過酸

化水素を基質と し， 臭素 カチ オ ン を取 り込 み 防御物質を生

成する と考え られ て い る．紅藻が過酸化水素を基質と し，

臭素 カ チオ ン を取 り込 む と 同時 に 白己防御物質 で あ る含臭

素中貝環 工 一テ ル を生成する こ とを明 らか に した，「化学」

とい う言葉 に よ っ て植物 の 自己防御現象を説明する内容で

あ り，植物の 生理現象と化学物質との 関係を農薬創製に結

び つ ける上 で 示唆に富む講演 で あっ た．

　　　　　　　　　 （ク ミア イ化学工業（株） 米倉範久）

　東京工 業大学大学院理工 学研究科 の 岩澤伸治教授 が 「6

族金属カ ル ボ ニ ル 錯体を利用する有機合成」と題して講演

され た．演者は 1）新 しい タイプ の 反応活性種 の 創製とその

活用　2）利用 さ れて い ない 錯体 （ビ ニ リデン 錯体等）を活

用 した新反応の 発見の 2 点を コ ン セ プ トと した 研究 をお こ
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な っ て い る．前者 で は Fischer型 カ ル ベ ン 錯体 へ の ア ル キ

ル リチウ ム 付加を利用する こ とに より，従来例の ない ア ニ

オ ン 型 プ ロ パ ル ギル 遷移金属種を生成するこ とが で きた．

こ れ を用い 各種炭素求電子剤と反応する こ とに より，更に

は 生ず る ビニ ル 金属種 の ヨ ウ素酸化反応を組 み合わせ る こ

とに より，様々 な多置換五員複素環化合物を簡便に合成す

るこ とが 出来た．本 反 応を利用 して 血小板凝集抑制作用 を

持つ （
一
）−PI−ogr を短工 程 で合成 した．後者で は従来あま り

利用 され て い なか っ た 0価タ ン グス テ ン の カ ル ボ ニ ル 錯体

を用 い るこ とに より，様 々 な新 しい 環形成反応を開発 した．

特に ビニ リデ ン 錯体を利用する炭素骨格形成反応は末端ア

ル キ ン 化合物 の 新 しい 活性化法 と して 注日された．

　これ らの タ ン グス テ ン カル ボニ ル 錯体を利用 した各種反

応は農薬探索合成 の 場面で も広く活用が期待され 示唆に富

ん だ講演であっ た．

　　　　　　　　　　　　　（三 菱化学 （株）　織 田雅次）

　萬有製薬 （株）の 奥山彬氏が 「先端技術 に よる創薬 ア プ

ロ
ー

チ と化合物 ラ イブ ラ リー」とい う演題 で講演され た．

演者自身は，抗が ん剤の 開発 とい うこ とで い くつ かの 化合

物の 開発研究に関わ り， 創薬に つ い て の 考察を重ね た結果

と して，現在喧伝され て い るゲ ノム 創薬 に は， もろ手を挙

げ て の 賛成は しか ね る との 立場を取 っ て い る．ゲ ノム 創薬

の 問題点は，genotypeか ら
一義的に phenotype が決らない

こ と， 膨大な費用 と時間が 必要 で ある こ と で あ り，ゲ ノ ム

情報をい か に効率的に創薬に 活用す るか が 今後 の 大きな課

題 で ある， と考えて い る．一方，薬剤探索 で い うと こ ろ の ，

「鍵」と 「鍵穴」論での 鍵探 しにつ い ては、今後 も本質的 に

は従来 の 手法 とそれほどの 変化 は な い だ ろ うと考えて い

る．こ の 点に つ い て，よ り発展 させ るた め
， 演者は ，大学

等 で合成 される化合物 の 登録 ・デー
タベ ー

ス 化 を目的と し

て 「大学化合物プ ロ ジ ェ ク ト」 を発足 させ て お り
， 現在は

こ の 目的の ために科学技術教育協会大学化合物 プ ロ ジ ェ ク

トで お仕事され，大学等研究者と企業の 橋渡 しをすべ く御

活躍中で ある．参考 まで に 連絡先 を記 して お く．

　E−mail ： okuyama ＠fest．or ．jp
　　　　　　　　　　　　　（理化学研究所　浅見忠男）

　岐阜大学教育学部化学科 の 利部伸 三 教授 より 「ネオ ニ コ

チ ノイ ド系殺虫剤 に見 るリ
ー

ド化合物か ら開発化合物 へ の

展開」の 演題 で 講演が なされ た．探索合成研究者に とっ て

リー
ド化合物を見 い だ すとともに ， それをどの ように分子

設計 ・構造修飾 して い くか は 重要な問題 である．現在，
一

般的に は ハ ン シ ュ 法 に よる置換基変換やバ イオア イソ ス テ

リズム に 則 っ た分子骨格 の変化，な どの方法がある．演者

ら の 発 明 した イ ミダ ク ロ プ リ ドお よび その 後 の ネ オ ニ コ チ

ノイ ド系化合物 の 合成展開をふ り返れば ， それ らの方法が

巧妙 に取りい れ られ て い る こ とが分 か る．しか し，実際の

展開過程 で は新しい 構造や官能基 の 物理 化学的性質が 明 ら

か に なっ て い る もの は 少なく，試行錯誤 の 中における研究

者個人 の 判断に よる こ とが 多い よ うに 思 わ れ る．最後に ，

探索 に携わ っ た感想として   思い 込ん だ もの は必ず合成す

る．  こ こ ぞと思う時に は じゅ うたん爆撃的に 合成す る．

  安心するな ， 思 わ ぬ落と し穴 がある．  あきらめ が カ ン

ジ ン．  中断し好機を待 つ もよし．  最後は自分 の 判断に

よる創意工 夫 ， な ど をあげ た．5万分 の 1の 夢 に チ ャ レ ン ジ

で きる探索研究者の 喜び，こ れらの 体験 に 基づ い た心得は，

経験者に と っ て 十分 うなずけ る し， ま た探索に携わ る若い

人に対する励ましの 言葉に もなっ た と思 う．

　　　　　　　　　　　　　（日本曹達（株）　汲 田　泉）

　 日本バ イエ ル アグ ロ ケ ム 株式会社 ・研究本部　久米豊彦

氏が 「フ ェ ン トラザ ミ ド開発 の 背景」とい う演題 で 講演 さ

れ た．講演で は ，
1960年代の 有機 リン 化合物か らフ ェ ン ト

ラザ ミ ドまで，同社研究部門で行 わ れ た研究の 背景 と経緯

につ い て，合成研究者 の 立場か ら紹介が あ っ た．

　フ ェ ン トラザ ミ ドに お い て は，当初 トリフ ル オ ロ メチ ル

置換ア ニ リン に傾倒 した研究者が テ トラ ゾ リノ ン 環へ の展

開を図り，ス ク リー一ニ ン グ担当者の 意見 を受け入 れ て研究

を続行 した結果 ，
2一クロ ロ ア ニ リン か ら誘導され る フ ェ ン

トラザ ミ ドの発見に至 っ た．プ ロ チオ ホ ス の ような非対称

三 置換有機 リン 系殺虫剤や ，紋枯病用殺菌剤ペ ン シ ク ロ ン
，

さ らに は い もち病用殺菌剤カ ル プ ロ バ ミ ド、汎用性殺虫剤

イ ミダ クロ プ リ ドなどの 場合を含 め，合成研究者が 随所 に

こだ わ りを持ち続け た こ と と生物研究者との タイム リー
な

連携に より，日 本バ イエ ル ア グロ ケ ム 社か ら多くの 優 れ た

化合物が創出され た との こ と である．

　「こ だ わ り」＝［自由研究」とい うこ とで，自由研究 も企業

に おけ る研究ス タイル の
一

つ である と演者は提唱 さ れた．

その 提唱 を含め，本講演内容は，企 業研究 の あ り方につ い

て 大変示唆 に 富む もの で あ っ た．

　　　　　　　　　　　（武田薬品工 業 （株） 采女英樹）

［ポ ス ター発表］

　ポ ス タ
ー

発表が， 企業か ら 8件， 公的機関 より3件，計

11件あ っ た．先ず，5−6 員環含窒素化合物を骨格 に 含む各

種 除草剤の 発表 が 4件あ っ た．各々 の 合成法，作物選択性 ，

作用性 に 新規なもの が有り興 味 深か っ た．一
方，生物農薬

と して水田用微生物除草剤 （MTB −951）が 現在登録 を目指

し実用化研究を進 め て い る とい う発表 が あ っ た．また ALS

阻害剤 に高い 抵抗性を示す新規 ALS 遺伝子を見 い 出した

とい う発表や ， 雑草抑制剤を目指 し植物 に 特有な リグニ ン

生合成経路の 酵素に 関する発表，DNA マ イクロ ア レ イで

ブラシ ノ ス テロ イ ドの 生理的な機能 とシ グナル 伝達機構を
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解析した とい う発表もあり探索手法の選択肢が 増えて い る

こ と を感 じさせ た ．現在開発中の 殺虫剤，ネオ ニ コ チ ノ イ

ド系 の クロ チ ア ； ジ ン の 合成 と構造活性 相関 ， そ して

GABA 阻害剤の フ ェ ニ ル ピ ラゾー
ル 誘導体，エ チプ ロ ー

ル

の 作用機作，安全性 と殺虫活性の 発表 が あ っ た．殺菌剤分

野 で はプ ロ ベ ナゾー
ル を含む 5剤が サ リチ ル 酸生合成経路

の どの 部分 に作用 し病害に対する植物の SAR を誘導して

い るか とい う発表があ っ た．企業や公的機関か ら出さ れ た

貴重 な データ が今後の 新農薬創製 の
一

助 となる こ とを願 っ

て い る．

　　　　　　　　　　　（日産化学工 業（株）　佐藤　純）

　都心 での 開催 とい うこ とで 宿泊者数 は 例年よ り少なか っ

たが ，
100名弱の 参加 を頂 い た．講演や ポ ス ター発表時の み

な らず，懇親会や 二 次会 に い たるまで フ ラン クな雰囲気 の

もと活発 に 討論 され た ほ か，業界 の 情報交換や 旧 交 を温 め

るなど深夜まで 懇談が続い た．上野先生の 計らい で 懇親会

には
“

米パ ン
”

の 試食が あり，今回の テ
ーマ に関連して好

評を頂戴した．お りしも業界 に あ っ ては厳しい 時代の 真 っ

只 中に あるもの の ，参加者の 前向きな姿勢は本研究会 の 更

な る発展と新しい 世紀 に おける業界 の 再生を十分に予測さ

せ る もの で あ っ た．今回は 二 社 が幹事 を担 当 した が，講演

やポス タ
ー

依頼など大会運営 に余裕 をも っ て対応できた こ

と を付記した い ．

　なお ， 次回大会 は関西地区 ・石原産業 （株）に幹事会社

をお願い し，下記の ように予定され て い る，多数の 方の 参

加を希望 します．

　第 18回農薬デ ザイン 研 究会

　 日時 ：平成 14年 10月 31 日　（木） 12：00〜

　　　　　　　　 11月 1 日 （金）12 ：00

　場所 ：大津プ リン ス ホ テル

　　　　（滋賀県大津市に お の浜4−7−7 ：Tel．077−521−1111）

　　　　　　 （日本バ イエ ル ア グロ ケ ム （株）　五 島敏男）
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